

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③『新版 政治学が分かる｡』朝日新聞社, 2003 年。
④足立幸男「政策と価値一現代の政治哲学」ミネルヴァ書房, 1991 年。
⑤岩井奉信『現代政治学叢書 立法過程』東京大学出版会, 1988 年











A ― c. 解釈を成り立たせている法則・理論（一般的説明的知識・判断）
・政策審議過程に対する議会の役害11は政策の妥当性や有効性の審議過程に限定されることに加え，議院内閣制の下では内閣提出の法案が巌会での承認を受け易く
なるため，議会の政策審議機能は一屑限定されたものとなる，
Ｂ．主張（意思決定の内容）
・政策は，国民全体の利益の向上を目指して状況に応じてできる限り迅速かつ効果的に実施されなければならない。そのため政府が国会の協力を得て比較的自由に
政策を実行できるような仕組みを維持すべきである。
-70-
Ｂ－ａ．主張の理由付け（価値的知識・判断）
・不特定多数の国民の利益の向上させる政策は
，他の事情が同じであれば，一般にその分だけ好ましいものである（公共の利益の原理）。
B-b.主張の根拠となる事実の解釈〔個別的説明的知識・判断〕・多くの国民の反対にも関わらず消費税法案が成立したのは，財政悪化を解決するために間接税導入が必要と判断した政府・与党が導入に反対する野党の結束を
崩す一方で，リクルート問題などの弱みを抱えていた野党も強力に反対することができなかったためである。
B-c.解釈を成り立たせている法則
・理論〔一般的説明的知識・判断〕
・議会における意思決定は党利党略をはじめとする様々な要因の影響を受けてなされるため，必ずしも国民全体の利益の向上を目指してなされるわけではない。
Ⅷ．評価問題例
問１　現在当たり前のように徴収されている消費税は
，1989年に多くの国民や野党が反対する中で導入が決定された。なぜ，多くの国民が反対したにも関わらず消費
税導入が国会で決定されたのだろうか
。この出来事について次の設問に答えよ。
（１）消費税導入を推し進め当時の与党側の事情を，次の事柄に言及しながら説明せよ。①消費税導入を推し進めた当時の与党。
②消費税導入を行った当時の総理大臣。
③国民の税に対する不公平感をなくし，安定した国の財源を確保するために大型の問接税導入を内閣に働きかけた省庁。
Z房鶚吩え庸者μ屋咫の穂にがす･5不公平狸を々ぐム,鳶糢沽≠を灣ク逮泛安忿乙た国の迴跟を跛解す石ためμμ大型の局甜覆の導λぱ不覗霑であると考戈でいた。
このよう次フt鳶省の考忿を受けλ九た炉辺攪莫弘首羶のＦで
，氛鬯であったβだ忿/お邑£麗涼λを図っｊ勘厦の登力々况ガに洽い浤婬乙た。φ皆仞ｇ淌7の鳶を差
&1だ埋万岳が却/ことって7萵鴣濱’尊λ/力阨ZI戔涙暫と々叭多ぐの国だの友ガを受びて６消y?疣涼八を擢忿で涜忿ﾌﾞ石ｰ必し要ji･あ石と考泛た｡７
（２）消費税導入を阻止できなかった野党側の事情を，次の事柄に言及しながら説明せよ。①消費税導入当時野党であった政党。
②1988年に発覚した最大の政界スキャンダル。
③内閣の承認を得て天皇が国事行為として行う衆議院のみに認められている事柄。内閣不信任案が決議された際にもなされる場合があるが，先の条件の下で首相の判断によってなされる場合もある。
X琳岔｡･兇ヱ覆袱λの原には，胥丿劼i≒爾佐裘乙てTZiか乙た莊郛，与刄μ法貨を齒蛍すＪことができなかった。濳埋痙肪豸の畠逧μあたって万，勇覚ばた洽忿や弃
庶鬯
μ蕋涜/こ文扈公男躄や咫鳶跫ぱ出糴して反lが乙たが与耋･μ民ﾋ忿の脊戒によ夕徊λji次邃されｽﾞ=。勇覚蓆の淀老みが冱がた堽涛の一つ戉与躄丿弓友£脱兎酣の
反者を踏ま友でナ分か野F跫暹驟を疔ったことや与男資を原かず多發の澁疝涓琢わ石タタルーか靠岸おりスキずンダン砌七痞忿乙，席画唸の駻濮を恣九沈身蛍諧６瓶溢?に誉ぐ反発できなかったＪ
（３）次の記述に合う言葉を答えなさい
，
①世の中の大多数の人々が持ってい;つている意見
。
擁護・増進のため②一部の国民の特殊な利益の に議会？政府に働きかけ，その政治的意思決定に影響を及ぼそうとする団体。③税金の負担者と納税義務がある人が異なる税金。
④内閣総理大臣が国会で多数を占める政党の議只の中から避出され，内閣が議会に対して責任を負う仕組み。⑤元首を国民が選ぶことによって行政部を立法部から独立させたアメリカに見られる統治の仕組み。[#&:の茜訛忽圧力岔麓郤瘴萎泓色菠鋩内乕り齦回光黹彦璢蜉
（４）次の各間に答えなさい。
定に影響を及ぼす要因にはどのようなものがあるか。①政党の意思決
誣咨窗丿圧力莅藻やぬ沿の勁/句の勉，勉の及堂との原簾６犬きか彫嚮を漠ぼすコ
②議院内閣制の下では
，議会が政府に従属する傾向か強くなるのはなぜか。
誣言跼yj及册を担竚乙てい石与堊が逞洽/ご方いて６彡兪を占めているため，逑冷と謾狩の屈伍が一片｡乙易い｡ノ
問２　次の問に答えなさい。
(1) 1989年に消費税が導入された後, 1997年から税卒が５％に引き上げられることになった。国民の大きな反対が予想される増税がなぜ国会で決定されたのか，次の出来事を参考にその理由について考えよ。
・官像は急速な社会の商齢化が予測される中
，国の財源不足を心配していた。
1994年，自民党，社会党，さきがけの三党による述立政権が樹立し，社会党の村山委貝長が内閣総理大臣となった。
・消費税の増税に伴い
，２年間で５兆５千億円の減税案が提案された。
脇咨窗｡曾蔚ぱ高齢恵か洽をかか友石屋屐を考元てT諄の彫原の破深沢Z肩答阿.･筥窗μ磨節念会 瓦溜涙 瓦で国巓酊嶇穿のた坎こ肺資源の源聊ﾀﾞﾉき上ぴを湿7んでいたそのよｊ々φ，滑j?覆に烝ぐ£がむていた政会
爻が'放屁ﾋ鬯やさきが･けと逮丿乞£.で濮妝に恭か叭捏μ/片瘴八茗菌す石こと/こなったこれま扼及剏に九わったか洽跫ばこ力までの謔髫こ殺渟の方方に反壽して甜
湮源厦茫を諏瓦石ことができ々ぐかったので
，舒斉穂の瀲こ£び?ごついて６跫と乙て籌瀞阪゛ぎの娑謾を荐ぐことができなかった一秀μ捏を昂砂に謔苔す石ことで
/蜀児の鳶糶をある鳶苣蹙.Xフすこと６できたこのｊ-うな宮簾の薄きかげと，及発の孩麓ぬ冫杤阪咬さ力たことで涓資源の洳堡¢がf笑賓乙たと荵力九叺ｊ
(２)日本の国会においては，成立する法案のほとんどが政府から提案されたもので，議員から提案される法案の教は圧倒的に少ない。このため，磁貝立法をもっと活発化すべきであるということがよく言われている。国会が国の唯一の立法機1猖であるということを踏まえて，このような主張がなされる理由を述べよ。
Z解荅阿｡･Ｊ戡襾謬竰のＦで戉丿洽鶚多登を汐めｊ濮跫を伊心に内跼朏郤湲さ力乱そのため，覩翦迎豸の必豸ぱ岑跫のアｊＵｉ冐ら九力ば健し霆す石こととな石の
で
，Ｊ洽な法淀の徭誣荀あぷというｊ夕6廖式緲なポぶのぢとなって乙まい，法豸痂誣の迴鳶がZ豆咫にμL尼瓦４ヽぐなって乙｡まう憑岩があ叺Z翌洽が苓一の尨必擬罠/と卩丿昃府にふさ力いヽ必淀痂誣の芍と々石ために戉/葭畠｣胎Qがlgら互いに法貨を渭乙詮って這旨す石ことが必要であ石と考友６九石から｡７
問３　日本の国会の機能を充実させ，国民の意思を反映した意思決定がなされることを目指した議会政治の改革委員会の委員にあなたが選ばれたと仮定して，国民全一体の利益に配虚した公正で中立な立場から次の問題について考えてみよう。
り）我が国の国会と内閣の11係は
，政府の立案した政策を比較的実行し易い現状の議院内閣制を維持すべきだろうか，あるいは政策の立案，密議，決定において国
会がより大きな役割をもつように仕組みを改善すべきだろうか。
ZjF荅のボイント｡･β蓍のＪ洽嶷后の澀跿/こ齏す15肩僑汕胃跛/こ述べられており，その茨麹Ｊ々石μぶ伽站Ｓ劭ｸ知濤亠一齏的謾男め如謌丿程F鳶/こ£述さ力てい石かどjZ圦認4池応変と笛良湎窟詮乙ていｊｊ髦ﾉ
（２）上の（１）の主張はいかなる理由に基づくものか
。「～べきであるから，……」という形で表現してみよう。
Z qF荅ボインノζ｡･価瓸跼効渮・尚倒朏｀，が沚する６のと万涓佑陋居な澎でが/靭夕/こ遲べら右てい石か。攪迦とす石蘯jU夕沺Ｊ・翔竒と菫盛凶密君ヽムてい石ｊｋ７
（３）上の（２）の理由が他の理由よりも優先されるのはなぜか。消費税導入の決定過程に関する事実などを踏まえて，「日本においては……であるから，～よりも，～の方が好ましいと考えられるので｡」という形で表現してみよう。
/雇廖のボインみ｡･蕋齠吻丿糾丿溌・翔娵が石亀畍Z;可茫々がでβyＭ欠ご述べら纛で61･5か。蔡列/宕の蓆迦と乙で，β本政会や逑会及妝の渭次に靂す石亠＆」度がぎべらぬでいるか｡７
（４）現在は
，内閣総理大臣は国会で多数を占める与党の国会議貝の中から選ばれている。このような仕組に対して，首相を国民自らが投票によって選ぶ「首相公選
制」を導入すべきだという主張かおる。上の(2), (3)で示した価値的知識・判断を根拠として明確に示して，この主張に対する持成または反対の意見を述べ
なさい。乙宍乙荅のボインみ｡･一つの房瀲曽夕刧謌り剱峅こ葺づいでT萵苣ナ石ことによって鋩濾か，反かのどちらかに立将になるという６のではない鰐しえば広ぐ国民の,畆愿
を反芻乙恋謾二原が莵賍され石べきであ石といラだ生生謝の原理濡が仞をZ原民淙らが湎ぶ’ことで蕋浦さ九石かのように６考友られ石珮が羶の醫貿が豐/とされ石ことで淫会の逾/瘠に諏わらず甜恣勁万波齎を諠首す石可逆きが誼ぐなること６考乏ら力乱不抒這凛々の尻民の利益を/かよさせ石浙策濡酣の靠がが諤じであ岩
ばっ汾にその分だけみま乙いるのであるとＤラ公弃の利益の跟理について６諤鷸てか仞がツーダーシクブをとって在益々及齎を沼がかつ効果鈔に旻薤でき石よ
うになどことが蓆押さ九石一方で
，国だの利益の/瘠土を慝蕩乙｡たrnrnxの利益舒茫の謾丿万ぢも笞さ力石可誥き６蕗らどららの邱瀲労ｸ刧謌り剱峅こ居づいていかかる,恋思萵苣をナ石に乙て６，蓚瀲万加飢淮・鵆諏の片方をjZE循に理程仁応蓆できてい石かを/苛夕てい石Ｊ
-
7エー
